
1年次 2年次 3年次 4年次
所属学科 鍼灸学科・柔道整復学科　カリキュラム

＋
見学実習を通して役割を学ぶ 基礎を学ぶ 専門知識と技術を学ぶ 応用力を身につける

アスレティック
トレーナー
コース

現場実習Ⅰ
スポーツ組織論
アスレティックトレーナーの役割
スポーツ指導論

スポーツ医学総論
身体の検査・測定と評価
スポーツ心理学総論
トレーニング科学総論
現場実習Ⅱ・Ⅲ
予防とコンディショニングⅠ

予防とコンディショニングⅡ
運動生理学
アスレティックリハビリテーションⅠ・Ⅱ
スポーツ・バイオメカニクス
スポーツ外傷障害の基礎知識
健康管理とスポーツ医学
現場実習Ⅳ・Ⅴ

スポーツ心理学　
予防とコンディショニングⅢ
アスレティックリハビリテーションⅢ
スポーツ栄養学
トレーニング科学

健康運動
実践指導者
コース

スポーツ心理学総論
トレーニング科学総論
エアロビック運動の実際Ⅰ
スポーツ医学総論
身体の検査測定と評価
トレーニングの理論と実際
健康づくりと運動プログラム

エアロビック運動の実際Ⅱ
運動生理学
健康管理とスポーツ医学
予防とコンディショニングⅡ

健康運動実践指導者
認定試験受験予定（3年次）

アスレティックトレーナー
スポーツプログラマー

検定試験受験予定（４年次）

健康運動実践指導者
認定試験受験予定（3年次）

※授業のほかに日本赤十字社 救急法救急員講習会を受講する必要があります。

カリキュラム （付帯教育）

保健医療学部では、アスリートの競技活動をサポートする「アスレティックトレーナー（AT）」や、人々の健康づくりを運動を
通じてサポートする「健康運動実践指導者（HFI）」の2種類の付帯教育コースを設置しています。鍼灸師・柔道整復師の
国家資格に加えることで、より幅広いフィールドでの機会を得ることができます。

スポーツを楽しみ、 健康づくりに励む人やアスリートを支えられるスペシャリストに !

■ 医療分野 ■ スポーツ分野 ■ 学校体育 ■ 企業・地域
医療機関勤務または、開業してスポーツド
クターと連携・協力し競技者の健康管理、 
スポーツ外傷・障害の予防、救急処置など

プロのスポーツチームや個人選手
のサポートなど

大学や高校の部活動の
現場など

トレーナー派遣会社、フィットネスクラブ、
地域スポーツの現場など

■ アスレティックトレーナーコース ■ 健康運動実践指導者コース
- （公財）日本スポーツ協会 公認アスレティックトレーナー 受験資格
- （公財）日本スポーツ協会 公認スポーツプログラマー 受験資格
- （公財）日本スポーツ協会 公認スポーツリーダー
- （公財）健康・体力づくり事業財団 健康運動実践指導者 受験資格
-  日本赤十字社 赤十字救急法救急員

- （公財）健康・体力づくり事業財団 健康運動実践指導者 受験資格
-  日本赤十字社 赤十字救急法救急員

期 待されるフィールドや進 路  （アスレティックトレーナーの活 躍の場）

取 得を目 指す資 格

保健医療学部 付帯教育 （保健医療学部の学生のみ履修可）

アスレティックトレーナー（AT）コース
健康運動実践指導者（HF I）コース

23 24

アスレティックトレーナー（AT）は、スポー
ツ現場において競技者がケガをした際、応
急処置やアスレティックリハビリテーショ
ン,コンディショニングなどを行う、スポー
ツ現場と医療のパイプ役となる存在です。
そのサポートを行うにはスポーツの知識だ
けでなく医療的な知識も要します。また、こ
うしたケガが起きた後の医療的なサポート
だけでなく、ケガが起こる前の予防のため
のトレーニングや教育を行うのもATの仕
事です。近年ではスポーツ界に限らず、高
齢者や一般患者に向けた介護予防の為の
運動の指導を担うなど活躍の場はますま
す広がりをみせています。

アスリートをサポートする現場で仕事を行
う際、医療行為を行える資格を持ってい
ることは大きな強みとなります。そのためス
ポーツの現場で活躍しているATの多くは、
医療系の国家資格を保持しています。本
学では鍼灸師・柔道整復師の資格取得を
目指しながら、本コースを履修することに
より、スポーツ現場での活躍の可能性を
高めることが出来ます。

本コースは、保健医療学部（鍼灸学科、
柔道整復学科）に所属する学生が選択で
きるコースです。付帯教育では、各学科で
定められている卒業に必要な単位にプラ
スして必要な科目を履修することになりま
す。授業及び実習は平日の学科の授業の
後や土曜日の他、休み期間にも実施され
る場合もあるため、学業の負担も増加しま
す。本コースの選択にあたっては、十分に
検討したうえで履修モデルに従って科目を
選択してください。

誰もが安心して健康増進を行え
るように、適切なケアのできる専
門家が求められています

国内で活躍しているアスレティッ
クトレーナー（AT）の多くは医療
系国家資格保持者です

学業上の負担を克服して、難関と
されるスポーツ関連資格を取得で
きれば、新しいフィールドでの活躍
が可能です

アメリカでの資格取得も目指します!

高校時代、ケガで医者から３か月休養と言われました。しかし当時は、野球部のレギュラー
を失う焦りから復帰を早め、その結果、身体に大きな負担がかかりました。ケガをした時の適
切な知識を持っていたら、もっと悔いなく野球を楽しめたのではないか。この経験からアスレ
ティックトレーナー（AT）を志しました。この大学は、日本より幅広くATが活躍しているアメ
リカで公認ATを取得した先生から、直接指導を受けられます。少人数なので、マンツーマン
に近い丁寧さで各専門分野のエキスパートである先生方から学べ、自信になっています。将
来、アメリカでもATの資格を取るつもりです。

保健医療学部 鍼灸学科 4年　阿南 拓実
県立長崎北高等学校（長崎県） 出身

在学生からのメッセージ

Athletic Trainer

Health Fitness
Instructor

学校法人 花田学園 東京有明医療大学




